第70回 未来構想フォーラム・プログラム
開　催　趣　旨

　市民の力で知的社会貢献を通じて国と世界を生かすビジョンを構築,その実現を目指して,
次世代の人材養成に取り組んでいる本会は、来る2月23日、教育をテーマにフォーラムを
開催いたします。

　今日、わが国は、政治・経済、環境等の根底に潜む深刻な教育の危機あります。時代は
大転換を要求しているにも関わらず、日本の教育体制がこれに対応しきれないでいること
がその要因の１つです。

今回、家庭的、経済的艱難な環境にあっても、志１つで堂々、自らの夢を成し遂げた本山
青年を迎え、世界の中で日本の教育がどのような位置にあるか、今後の教育のあり方を探り
たいと存じます。

本山氏の注目すべき点は、日本を変えるために東大を目指し、世界を変えるために
ハーバード大に挑戦したその大志です。ドデカイ夢を追う途上にある氏ですが、
ブロッグを通じてその心粋に感銘を受ける若者も少なくありません。

国際的視野から共に日本の教育の未来像を探ろうとする今回の企画に対し、
皆様の積極的なご参画を期待いたしております。
次　　第

司会　　佐桑史基　　　　　（株）幼児教育実践研究所・こぐま会
開会の辞　大脇準一郎　NPO法人　未来構想戦略フォーラム　共同代表

発 題：「世界の教育・日本の教育」 6:15～7:15
両親とも九大出身。幼くして母を亡くし、父はNGO活動、慈善事業で海外へ。コメだけで飢えをしのぐ超貧乏のバイト生活を送りつつ、東大へ入学を決意、高校3年春「合格可能性なし」（Ｅ判定）から塾にも通信教育にもたよらず、TOEFUL 180点から１年で273点に伸ばし、独学で成績を急上昇させ,東大現役合格。東大卒業後、あえて就職せず、自己研鑽と探求生活のため、韓国、アメリカへ。神学を学び、宗教教育修士号取得。その後、教育を広い視野から研究するため、ハーバード大学大学院に留学を決意。独自の留学準備をブロッグにつづりながら、ハーバード大学院に合格。著者のブログ『Road to Harvard』の日記を元に書籍化。
http://d.hatena.ne.jp/theternal/　      　　　http://blog.canpan.info/k_motoyama/
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	1981年生まれ、大分出身。両親とも九大出身。東京大学工学部システム創成学科卒業。ハーバード教育大学院国際教育政策専攻修士課程修了。現在、日本財団広報担当。教育、NPO活動の支援、講演、執筆活動に励む。
主な著書:『お金がなくても東大合格、英語がダメでもハーバード留学、僕の独学戦記』

（2007年11月、ダイヤモンド社）など。  


休 憩　 7:30～7:50  記念撮影・サイン会・交流
フリー・ディスカッション“教育の未来構想”　P.M.7:50－8:40
閉会の辞　

発 題 要 旨：「世界の教育・日本の教育」
· 日本の教育

· 江戸：藩校・寺子屋による高い教育水準

· 明治：学制改革で達成した驚異的な近代教育の普及／就学率の向上

· 昭和：理数科教育を中心とした世界一の基礎教育水準と高等教育機関の伸び悩み

· 平成：ゆとり教育の迷走・・・

公教育中心主義の限界？

· 世界の教育

· 米：基礎教育の衰退と高等教育の活況　ex）ハーバードでの体験

· 欧：教育のプロフェッショナル化によるフィンランドの成功

· アジア：インド、中国、韓国学生の教育グローバリゼーション

· 南米・アフリカ：就学率の急激な向上と高い退学率

教育の成功は未来志向の高い教育マインドなしでは不可能

· 日本財団の仕事とこれからの展望「民が公を担う時代」
日本財団の教育関連事業

· ４４カ国６８大学に設置された１億円ヤングリーダー奨学基金（SYLFF）

· 世界各国の小学校建設（ペルー50校、カンボジア100校、ミャンマー100校、タイ、ラオス、ベトナム、中国など）→日本の学校とフレンドシップ協定

· 障害者教育の支援（北米、アジア）

· 国内では親学や自然体験教育の推進など学校教育ではカバーできない分野

今後の展望

「世界の中の日本へ―「母の国」ソフトパワー戦略」

· 教育発展モデルの伝達で世界に貢献

· 開かれた教育システムとアイデンティティ教育

「世界平和を創り出す人材の育成」

· 世界を見据えた中等教育

世界を育てる日本の教育
━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━
“ 本山氏を囲む 懇親会 ”　PM；9:20～10:40分

　　　　　場所：場所:パークカッフェ（東急イン1F 個室）

   　　 ℡:0422-47-0928　吉祥寺駅南口ガード下 　会費：2.5千円　　18名定員
     未来構想からの提言 (案)  (2008.2.23 第70回 未来構想フォーラム) 
創立7周年を迎えた本会の活動を通じて見えてきたことは、

　　　１）政・財界をはじめ、言論界の日本の指導者層に世界観が欠落していること,このため国内に問題に終始し,グローバルな諸問題に対して自分の問題と考えられない。
２）国や、会社や自分にとって何がたいせつなのか？プライオリティー（アイデンティティー）が確立していないこと、このため部分的な見方に終始し、問題解決とための総合的見識、戦略が確立できない。
３）後発啓蒙主義型民主主義の日本は、依然として官尊民卑の伝統に中にある。政府に任せっぱなしの官僚政治から民間主導、行政が背後で縛アップする市民参加型の先進型民主主義政治に変貌すべきです。NGO/NPOが活躍できる社会基盤を整備することが、今、最も肝要です。

日本の教育の欠陥も上記3点から容易に抽出されます。

１）日本の頂上東大を登頂したとしても世界の頂点（ハーバード・ケンブリッジ等）は、はるか彼方です。今、日本に必要な人材は、百年以上も前の、国家に有為な人間ではなく、世界的見識を持った国際社会に有為な人材です。東大第1主義、国益第1主義のアナクロリズムは百害あって一利無しです。世界と付き合うためにはコミュニケーション能力の改善が国民的課題です。
２）多なる技術・知識教育ではではなく、文化・宗教・哲学・社会等を含めた均衡教育が重要です。このことは、単なる知識の詰め込みで、空洞化、形骸化した教養を再生すること、何のための国家、会社、学校、家庭や個人の存在意義を真剣に問うことを意味します。

３）上から下への「教」だけではなく、下から上への「育」、生徒、市民の個性を尊重しニードを引き出すこと、自主性、自由を尊重すること、これが西欧に科学技術文明が発展し西欧が世界を席巻できた主要因です。

☆ 輝かしい日本の未来は教育から、世界的な視野を持ったリーダーを養成する
ための「国際指導者養成大学」を創設することを本会は提言します。
ハーバードやケンブリッジとならぶアジアを代表するエリート教育機関の創設、日本に貯めて腐っているお金を生かす道でもある。

☆ また国策として20歳前後の若者を2年から3年海外ボランティア活動をさせること、新しい意味の平和部隊（Peace Core）として日韓共同で派遣することを提案します。韓国には徴兵制があり海外ボランティア派遣と国内兵役と選択させるとか、日本では3年海外へボランティア経験したものは政府機関の管理職の優勢資格とすれば、優秀な青年がこぞって世界へ出かけることであろう。ODAは物の援助から人の援助、さらにはこのような教育支援にこそ投入すべきであろう。

本会の主な研究テーマ：
市民の力で国と世界を生かすビジョンの構築,その実現を目指して,次世代の人材養成。
   １）国際理解と日本の進路            ２）麗しい社会・人づくり、国づくり
   ３）安心・快適・健康な社会の創造    ４）市民主導の国際・地域協力活動
予 告：第7１回未来構想 3月22日（土）午後6:10～９:10 場所：生涯学習センター（新橋） 
テーマ：「日本経済再生の道」 発題者：福田一夫、小野盛司、中西真彦氏
趣  旨：  借金をしても人生を楽しくすごそうとするアメリカ、未来の為に日本の老人は平均3千万円以上残して他界する。資本が無いために世界各地でどれほど多くの青少年が青春を無駄にすごしていることであろうか？将来の為にじっと金を貯蓄する美徳は、今や世界経済の流れを留める犯罪行為、悪徳とも言える。

サプライム問題で苦しむ米国は、年間7千～8千億ドルもの赤字を埋めるため、海外か借金を重ね、日本は100兆円以上も国債を買い、米国を支え、世界の景気は維持されてきた。注目すべきは、米国は金をかえすどころか円高に誘導し、プラザ合意やBIS規制、国際会計基準の導入、日本の銀行を不良債権処理に走らせ、返す刀でハゲタカファンドを送り、破綻した銀行や不動産物件を買いあさっている。米国を非難することも一理あるが、問題は日本が内需拡大できないことにある。もっと日本は世界や日本の将来に必要なプロジェクトに投資すべきではないか？？
次回、3月22日（土）午後6時、第71回未来構想は経済問題を取り上げます。また4月中旬には今、統合医療を目指してこの2月～3月、南米を巡回中の廣瀬先生をお迎えし、介護医療問題を討議する予定です。

♪♪♪　今日の教育状況を端的に表す女子生徒の叫びを掲載します。　♪♪♪
 　　　　　　　　　　　　「夢をください」
もし、だれかがわたしに「あなたの欲しいものを一つ何でもあげる」といったら、
わたしは、すぐに言うだろう。「わたしに夢をください」と。
　  わたしは今、疲れているのです。友だちとのつきあいに、テスト、テストの学校に。

お願い、だれか　わたしに、夢をください。
胸いっぱいに息をすいこんで「よしっ、やるぞ」と体の奥から叫べるような夢をください。

一つだけの一つだけの夢をください。――――　東京大田区の中学二年の女子生徒の詩

「大きな夢を描こう」
　ウォルト・ディズニーには夢があった。彼は、夢の見方、それも大きな夢の見方を忘れなかった。夢見ることができるなら実現することができることを彼は知っていた。ノーマン・V・ピープルは言った。「大きな人生を望むなら、大きな夢を見なければならない。」。理想の人生を望むなら、もう一度夢見ることを始めなければならない。エジゾンも、フォードも、ケネディも、シャネルも、またビル・ゲイツ、スティーブ・ジョブスも、その他、人類の歴史の始まりから現在まで偉大な業績を残した人は、すべて夢があった。　まさに、この世にあるすべてのものは夢から始まった。　ただ夢を見る夢想家は山ほどいるが、夢を実現する人は百万人に一人なのだ！　　　　　　　　　　　未来創庵　　一色　宏　
主 催: NPO法人 未来構想 戦略 フォーラム　(� HYPERLINK "http://www.miraikoso.org" ��http://www.miraikoso.org�)
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      後 援：東京都 武蔵野市 教育委員会
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